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はじめに

年の実績。位置情報

テクノロジーのパイオニア。

の位置情報技術を搭載した車両、

世界で 億台超。

万台以上の車両がリアルタイムの
プローブ＆センサーデータを提供し、
の地図と位置情報サービスの生成・更新に
活用されています。

件超の特許で業界をけん引

とは？

は、地図と位置情報テクノロジーの
グローバルリーダーです。自動車業界を
はじめ、さまざまな分野でスケールのある製品と
ソリューションを提供しています。
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業界が直面する転換点

なぜ今、変革が
求められるのか



設計は垂直、運用はアジャイル
短期投入・コスト削減・イノベーション加速

現在の一般的な の スタック

非常に複雑 統合ポイントが多すぎる 高い 投入スピードの課題
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課題に向き合う時が来ています
は迅速かつスケーラブルな革新・差別化に苦戦中

高コスト
複雑化と高コストを招く

統合不全スタック

遅い
ソフトウェア主導の が競争水準を加速的に

引き上げている

分かりにくい
統合性に欠けた、混乱を招く

ユーザー体験



エコシステム
連携

統合度の低い
サードパーティ

連携

統合の質が低く、全体として
機能していない

垂直統合を進める が市場で優位に
垂直統合がなされていない場合、 の発展には他社との協業が不可欠



理想的なエコシステム連携とは？

ソリューションを共創する

データの共有

統合済みのソフトウェア

柔軟なカスタマイズと機能拡張

トレーニングと
シミュレーション

エコシステム連携型
ビジネスモデル

アジリティ

迅速なイノベーション

の削減

市場投入の迅速化

実現するには

ブランドによる差別化

新規収益モデルの創出



技術パートナーが提供する事前に
統合されたソリューションを備え
た仮想環境により、 は、量産
開始前から のライフサイクル
全体にわたって、設計・開発・
テスト・検証を行うことが
できます。

仮想化開発とは？



地図は、モビリティ体験の核となる存在です
地図は、現実世界を理解するための集合知の結晶です

• モビリティのつながりを可視化

• 新しい場所との出会いと冒険

• スムーズでスマートな移動体験

とデジタルキャビン

• 交通イベントをリアルタイム

で把握

• 安全かつ効率的なルートと

動作の計画

• センサーの先を見通す知能

• 見えない世界をデジタルで

捉える

• を動的に管理し、運転領

域を最適化

運転支援および自動運転

ナビと自動運転を支える統合型マップ



地図は、すべての検証を支える信頼の基盤
地図と位置情報が支える、クラウドとクライアントのシームレスな連携

仮想環境での
エンジニア
リング開発

実車での
リアルな
システム展開

駆動のリアルタイム
地図作成

が創り出す高精度な仮想
シミュレーション環境

が推進する次世代開発 活用によるスマートなデプロイメント

地図上で進める新しい技術導入

と運転領域の管理

ユーザーと利用状況、そして現実世界の

変化を捉えるインサイト

地図：現実世界を捉える
信頼のソース



開発を全工程で仮想化
限界なき拡張性が支える、イノベーションの爆発力

バーチャルエンジニアリング 車載展開

社内開発チーム

作業台上の物理
ハードウェア

試験用車両の編成
実運用中の車両群
とユーザー

仮想化ハードウェア

オペレーティングシステムを含む仮想化ミドルウェア

仮想化されたアプリケーションの開発

のカスタマイズと
サードパーティ
サービスの統合

外部エンジニア



、始動

クラウドサービスと のマッピング
および位置情報技術によって提供されています

や プレイヤーなど、新規参入が進行中



あらゆる車両プロ
グラムに対応可能
な拡張性

プラットフォーム間で仮想
環境を再利用し、ボタン一つ
で多様な車両構成のシミュ
レーションを可能に

システム全体の
シミュレーション
と検証の活用

パートナーのシステム間での
複雑な相互作用をテストし、
全スタックでのシミュレー
ションを可能に

コストと開発期間
の短縮

仮想化により、複数の構成を
低コストで検証し、バグを
早期発見。本番での高額な
トラブルを回避

迅速な開発と統合
を実現

物理統合中の不確実性を
減らし、ハードウェアと
ソフトウェアの並行開発で
継続的インテグレーション
を強化

時代を牽引する仮想コラボレーション
統合作業から解放し、 のイノベーションと差別化を加速



真のコラボレーションモデルが実現
自動車体験の進化に向けて、 開発とイノベーションを加速

開発チームの創造力を最大限に引き出し、
革新的な体験を通じて顧客満足を高めます

• 市場投入までの時間を短縮
• イノベーションと差別化に注力
• 研究開発費および の削減

• 全体アーキテクチャの文脈
でモジュールを検証

• 仮想環境で互換性・準備
状況・性能を実証

高い柔軟性を持つ仮想環境で、チームが協力して開発・検証・改善を行うことで、物理的制約を
排除し、より迅速かつ堅牢な 開発を可能にします

• 高い柔軟性と高信頼性を備え
た ソリューションの提供

• 仮想化開発の加速



未来への明確な道筋と大胆な挑戦
未来への道は、コネクションで形づくられ、仮想化された
エコシステムがその力となる

仮想化が エコシステム全体のコラボレーションを

加速

に対して、事前統合された高品質で革新的なソ

リューションへの前例のないアクセスを提供

地図は自動車体験の中心にある

常に更新される ライブマップは、仮想化された開発

環境における信頼できる最新の基盤情報として機能し

ます

私たちと一緒に、新たな一歩を踏み出しませんか？
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SDV Accelerator のリファレンスアーキテクチャ
車載ソフトウェア開発を加速

AWS Marketplace からパートナーが提供する
サービス（開発ツールや仮想ターゲット）にア
クセス。トライアルや評価版へのアクセスも含
まれており、本格的な導入前に、簡単に評価と
テストを実行。

Workbench を使用して車載ソフトウェアを構
築するために Amazon Elastic Compute 

Cloud (Amazon EC2) インスタンスで実行さ
れるパートナーの事前統合ソリューションを実
装した SDV Accelerator 上の仮想化環境で開発 
を推進。

事前に統合されたビルド パイプラインを使用
して継続的な統合とデプロイメントを活用し、
ソフトウェア開発ワークフローを加速

実ハードウェアに近い仮想環境でソフトウェア
アプリケーションを設計、構築、テスト、検証

SDV Accelerator でソフトウェア開発サイク
ルを加速し、車載ソリューションの市場投入ま
での時間を短縮

Backstage.io に基づくプライベート開発者ポー
タルを活用
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AWS Reference Architecture

https://docs.aws.amazon.com/marketplace/latest/userguide/what-is-marketplace.html
https://aws.amazon.com/ec2/
https://aws.amazon.com/ec2/
https://backstage.io/
https://aws.amazon.com/marketplace/seller-profile?id=seller-kgqzlal3iafuy
https://aws.amazon.com/marketplace/seller-profile?id=9657c703-ca56-4b54-b029-9ded0fadd970
https://amplitude.com/


Demo video – 5 mins 

© 2025 HERE Technologies17

We will provide the demo as a video as we would like to avoid technical issues for a live demo. 

The video will be 5-10 mins long, and Luke and Remco can speak to it on the stage. 

Of Virtual Engineering Platform
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